
雲南市定期予防接種実施要綱 

令和６年１２月１４日 

告示第６０５号 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、予防接種法（昭和２３年法律第６８号。以下「法」とい

う。）第５条第１項及び第６条第１項又は第３項の規定により市が実施する

予防接種（以下「予防接種」という。）について、必要な事項を定めるもの

とする。 

（対象者） 

第２条 予防接種の対象者は、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）に

より本市の住民基本台帳に記録されている者であって、接種時において予防

接種法施行令（昭和２３年政令第１９７号）第３条に定める者とする。 

２ 前項に定める者の内、専門性の高い医療機関での予防接種が必要であると

市長が認める場合は、別に定めることができる。 

（実施方法） 

第３条 予防接種は、市長が委託した医師会及び医療機関において、個別に接

種する方法により実施するものとする。 

２ 予防接種は、市長が定める予防接種実施要領により実施するものとする。 

３ 予防接種の実施に当たっては、予防接種実施規則（昭和３３年厚生省令第

２７号）を遵守するものとする。 

（予防接種の費用） 

第４条 法第２８条の規定により徴収する費用は、次のとおりとする。 

予防接種の種類 １回当たり費用 

Ａ類疾病（法第２条第２項に規定する疾病をいう。） 無料 

Ｂ類疾病（法第２条第３項に規定する疾病をいう。） 市長が定める額 

 （予防接種費用の免除） 

第５条 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）に規定する被保護者及び中

国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特

定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第３０号）第１４条の規

定による支援給付を受給している者については、前条の費用を免除する。 

（健康被害の救済） 

第６条 予防接種による健康被害の救済については、法及び雲南市予防接種健

康被害調査委員会条例（平成１６年雲南市条例第１８５号）の定めるところ

による。 



（委任） 

第７条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この告示は、令和７年４月１日から施行する。 

 （雲南市定期の予防接種実施要綱の廃止） 

２ 雲南市定期の予防接種実施要綱（平成１８年雲南市告示第１４１号）は廃

止する。 

 （雲南市定期の予防接種（高齢者インフルエンザ）実施要綱の廃止） 

３ 雲南市定期の予防接種（高齢者インフルエンザ）実施要綱（平成２２年雲

南市告示第２３５号）は廃止する。 

 （雲南市定期の予防接種（高齢者肺炎球菌ワクチン）実施要綱の廃止） 

４ 雲南市定期の予防接種（高齢者肺炎球菌ワクチン）実施要綱（平成２６年

雲南市告示第２８６号）は廃止する。 

 （雲南市定期の予防接種（高齢者新型コロナワクチン）実施要綱の廃止） 

５ 雲南市定期の予防接種（高齢者新型コロナワクチン）実施要綱（令和６年

雲南市告示第４８２号）は廃止する。 

 （経過措置） 

６ この告示による改正後の雲南市定期予防接種実施要綱の規定は、この告示

の施行の日以後に実施する予防接種について適用し、同日前の予防接種に係

るものについては、なお従前の例による。 

 


